
取扱説明書【保証書付属】
このたびはテンダーウォールをご購入いただき、誠にありがとうございます。
この「取扱説明書」をよくお読みいただき、内容を充分にご理解いただいたうえで、
正しく安全に組立て、ご使用くださいますようお願い申し上げます。

本書は、いつでもご覧いただけるところに保管しておいてください。

お手入れについて 

各部の最大積載量

日頃のお手入れ
柔らかい布で水拭きをし、水気を残さないように清潔な布で拭き取ってください。洗剤や水気を残さないようにしてください。
落ちにくい汚れ
薄めた台所用中性洗剤をつけた柔らかい布で汚れを落とし、固く絞った布で洗剤を拭き取った後、乾いた布で拭きあげてください。

表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

 警　告　この表示の欄は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。
 注　意　この表示の欄は「傷害を負う可能性または物的損害が発生する可能性が想定される」内容です。

お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

この絵表示は、気を付けていただく「注意」内容です。

 警　告
分解・改造はしないでください。

 注　意

テンダーウォール

棚板　奥行300㎜
棚板　奥行230㎜
ボックス
ハンギングバー　奥行230㎜
ハンギングバー　奥行80㎜

TVボード　天板

15kg
幅450㎜
10kg
10kg
15kg
10kg
10kg

デスク 100kg（サイズ問わず）

幅900㎜
10kgX2
10kgX2
-

10kgX2
10kgX2

幅1350㎜
10kgX3
10kgX3
-
-
-

幅1800㎜
10kgX4
10kgX4
-
-
-

安全上のご注意［必ずお守りください］

破損して、怪我をする恐れがあります。

この製品は室内用です。屋外に設置しないでください。また、傾斜しているところや不安定なところに設置しないでください。
転倒などの事故や破損の原因となり、怪我をする恐れがあります。

かならず、商品に同梱している専用の取付部品・ネジ類を使用してください。
落下して、怪我をする恐れがあります。

ネジ類で固定する際は、しめすぎて空回りしたり、ネジの十字溝を破損して、回しにくくなったりしないようにしてください。
固定が不充分になり、落下して怪我の原因となります。
棚受け、ブラケット、脱落防止ピン、ボックス固定ピンは完全に差し込み確実に固定されていることを確認してください。
差し込みが不充分な場合、落下してけがをする恐れがあります。
製品の上に乗ったり、もたれかかったり重量物をのせたりしないでください。
落下して、怪我をする恐れがあります。
移動等の際は2人以上でしっかりと持ち上げてください。
落下して、怪我をする恐れがあります。

お手入れに使われる溶剤、洗剤、その他薬品類については、容器などにある注意表示に従い、正しく使用してください。
人体に影響が出たり、使用部材の損傷や劣化の原因となります。

定期的に扉・引出しの傾き、がたつき、ヒンジのゆるみがないことを確認してください。
調整後はゆるめたすべての扉の指定のネジを硬く締め付けてください。
※締め付けが不充分な場合、使用中に扉が落下し怪我をする恐れがあります。

最大積載荷重を守ってください。
破損して、怪我をする恐れがあります。最大積載量は別表の通りです。

TVボード　棚板 15kg

サイドワゴン　内引出し
サイドワゴン　下段引出し

12kg

トール収納　棚板 15kg

60kg

お客様へ

小物フック 5kg

000570-2 TW
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各部の名称
＜例、ハンキング TVセット（ボックスタイプ）＋
　　　トール収納 LR＞

＜例、デスクセット（棚板タイプ）＋
　　　サイドワゴン（テンダーウォールパーツ）＞

＜例、TVボードセット（棚板タイプ）＋ハンギングバー（テンダーウォールパーツ）＋
      小物フック（テンダーウォールパーツ）＞

注意
TV掛けアームとお
手 持 ち のTVと の
取り付け方法につい
て は、 別 冊 の
「TVセッターチルト
1設置マニュアル」
をご覧ください。

ボックス
トール収納

TV掛けアーム

棚板

ハンギングバー

TVボード

小物フック

サイドワゴン
デスク
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パーツの追加・移動の制限制約
＜棚板・ハンギングバー＞

＜サイドワゴン＞

注意
棚板、ハンギングバーは横に並べての取り付けはできません。
ブラケットとブラケットが干渉します。

注意
サイドワゴンはデスク下のブラケットをまたいでの設置はできません。
サイドワゴン背面がブラケットに干渉します。
ブラケットはW450mmスパンで取り付けられています。

450mm

450mm

ブラケット
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パーツの追加・移動の制限制約
＜各アイテム設置 必要有効寸法＞

＜ TV掛けアーム＞

ボックス　下 58mm以上

デスク 下 202mm以上

棚板 下 75mm以上
小物フック　下 27mm以上
ハンギングバー　下 73mm以上

注意
各アイテムの直下には別アイテムの取り付けはできません。
各アイテムの下に別アイテムを取り付けるのに必要な有効寸法は以下のとおりです。

注意
TV掛けアームには、TVを設置します。
他のアイテムをTV掛けアーム周辺に取り付ける際には、
お手持ちのTVの大きさを確認して取り付けてください。

ボックス

ハンギングバー

デスク

棚板

小物フック

ボックス

棚板

TV掛けアーム

棚板 棚板

ハンギングバー
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
棚板
取り外し
①ネジを取り外してください。
②棚板を持ち上げ外してください。

③脱落防止ピンを取り外してください。

④棚用ブラケットを取り外してください。

警告
しっかりと両手で持ち上げて外してください。
落下して怪我をする恐れがあります。

極薄頭小ネジ
M4x12 黒

脱落防止ピン

棚用ブラケット T23L
（もしくは T30L）

棚用ブラケット T10

棚用ブラケット T23C
（もしくは T30C）

棚用ブラケット T23R
（もしくは T30R）

棚板

ブラケット

上げる
引き抜く

①

②
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
取り付け
①棚用ブラケットを取り付けてください。
※棚板が乗る部分の高さが揃うように取り付けてください。

②脱落防止ピンを取り付けてください。

③棚板を設置してください。

④固定してください。

棚板

ブラケット

差し込む
落とし込む

隙間に差し込む
向きに注意

裏から

高さを揃える

警告
パチンと音がするまで確実に
取り付けてください。
取り付けを誤ると、使用中に落下
して怪我をする恐れがあります。

警告
付属の指定ネジで確実に取り
付けてください。
取り付けを誤ると、使用中に落下
して怪我をする恐れがあります。

穴が下、穴が奥

脱落防止ピン

極薄頭小ネジ
M4x12 黒

棚用ブラケット T23L
（もしくは T30L）

棚用ブラケット T10

棚用ブラケット T23C
（もしくは T30C）

棚用ブラケット T23R
（もしくは T30R）
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
棚板（トール収納・TVボード）
取り外し
①棚板を持ち上げてください。
②棚受けを外してください。

取り付け
①棚受けをしっかり差し込んでください。

②棚板を棚受けに差し込んでください。

警告
棚板が確実に設置されていることを確認してください。
使用中に落下して怪我をする恐れがあります。

①

②

②

棚受け ピンが上向き

棚板

棚板

棚受け

棚受け

棚受け
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各部の取り付け・取り外し・調整方法

②デスクを持ち上げ、外してください。

デスク
取り外し

①ネジを取り外してください。

裏から
デスク

ブラケット

極薄頭小ネジ
M4x12 黒

デスク

注意
必ず二人以上で作業をしてください。 落下して、怪我・破損をする恐れがあります。
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
③ブラケット固定金具のネジを取り外してください。
④ブラケット固定金具を取り外してください。 

⑤ブラケットを取り外してください。 

上げる
引き抜く

棚用ブラケット T45L

棚用ブラケット T45C

棚用ブラケット T45R

ブラケット固定
金具 q型

ブラケット固定
金具 p型

トラス小ネジ
M4x4

q型

p型

ブラケット固定金具
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各部の取り付け・取り外し・調整方法

①棚用ブラケットを取り付けてください。
※棚板が乗る部分の高さが揃うように取り付けてください。

取り付け

②ブラケット固定金具をネジで取り付けてください。

注意
必ず二人以上で作業をしてください。 落下して、怪我・破損をする恐れがあります。

差し込む
落とし込む

棚用ブラケット T45L

棚用ブラケット T45C

棚用ブラケット T45R

警告
付属の指定ネジで確実に取り付けてください。
取り付けを誤ると、使用中に落下して怪我をする恐れがあります。

注意
方向性があるため、必ず向き・長さを確認して取り付けてください。

ブラケット固定
金具 q型

ブラケット固定
金具 p型

トラス小ネジ
M4x4

隙間に差し込む
向きに注意

q型

p型

ブラケット固定金具

高さを揃える
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
③デスクを設置してください。

④デスクを固定してください。

警告
付属の指定ネジで確実に取り付けてください。
取り付けを誤ると、使用中に落下して怪我をする恐れがあります。

裏から

デスク

ブラケット

穴が下、穴が手前

極薄頭小ネジ
M4x12 黒

デスク
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各部の取り付け・取り外し・調整方法

①扉を開け、ネジを取り外してください。
※扉は外さないでください。
※扉が閉じてしまう時は、ステーのトルク調整をしてください。
参照　「各部の取り付け・取り外し・調整方法」（P、16 ～）

②ボックスを取り外してください。

ボックス
取り外し

注意
必ず二人以上で作業をしてください。 落下して、怪我・破損をする恐れがあります。

扉

注意
庫内に物が無い状態で
取り外してください。

注意
扉を抑えながら取り外してください。
扉に挟まり怪我をする恐れがあります。

キャビ用ブラケット

ボックス

極薄頭小ネジ
M4x12 黒
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
③ボックス固定ピンを取り外してください。

④キャビ用ブラケットを取り外してください。

ボックス
固定ピン

ボックス
固定ピン

上げる
引き抜く

キャビ用ブラケットCRキャビ用ブラケットCL
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各部の取り付け・取り外し・調整方法

①キャビ用ブラケットを取り付けてください。

取り付け

②ボックス固定ピンを取り付けてください。

注意
必ず二人以上で作業をしてください。 落下して、怪我・破損をする恐れがあります。

警告
確実に取り付けてください。
取り付けを誤ると、使用中に落下して怪我をする恐れがあります。

注意
方向性があるため、必ず向き・長さを確認して取り付けてください。

ボックス
固定ピン

向きに注意
LR共通

スリットに差し込む

寸法押え

向きに注意

差し込む
落とし込む

キャビ用ブラケットCR
キャビ用ブラケットCL

ボックス
固定ピン
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
③扉を開けた状態でボックスを設置してください。
※扉は外さないでください。
※扉が閉じてしまう時は、ステーのトルク調整をしてください。
参照　「各部の取り付け・取り外し・調整方法」（P、16～）

④ボックスを固定してください。

扉

向きに注意
穴にはめ込む

注意
庫内に物が無い状態
で設置してください。

注意
扉を抑えて設置してください。
扉に挟まり怪我をする恐れがあります。

キャビ用ブラケット

ボックス

警告
付属の指定ネジで確実に取り付けてください。
取り付けを誤ると、使用中に落下して怪我をする恐れがあります。

極薄頭小ネジ
M4x12 黒

天面へ

庫内から
側面へ



16　　

各部の取り付け・取り外し・調整方法
フラップ扉（ボックス）
調整方法
アームカバーを外してください。

＜がたつく場合＞
ネジBを締めてください。

＜左右調整＞
ネジAを回して調整してください。
　右回し＝右側
　左回し＝左側

＜上下調整＞
ネジBを回して調整してください。
　右回し＝下側
　左回し＝上側

＜前後調整＞
ネジCを回して調整してください。
　右回し＝後側
　左回し＝前側

＜ソフトクロージングON・OFF ＞
レバーDでONとOFF を切り替えてください。

＜ステートルク調整＞
調整部を回して調整してください。

注意
がたついた状態で使用しないでください。
金物が外れて、怪我をする恐れがあります。

六角レンチ

上

下

前
後

左
右

A

D

C

B

ソフトクロージング機能

ON OFF

右回し＝強くなる（開閉しにくくなる）
左回し＝弱くなる（開閉しやすくなる）

アームカバー
（調整後に取り付け）
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
開き扉（トール収納）
取り外し
①アームカバー・カップカバーを外してください。
②扉を支えてください。
③押してください。
④はね上げてください。

取り付け
①ボックスに引っ掛けてください。
②押し込んでください。
③アームカバー・カップカバーを取り付けてください。

調整方法
＜がたつく場合＞
ネジBを締めてください。

＜左右調整＞
ネジAを回して調整してください。
右回し＝戸先側
左回し＝吊元側
＜上下調整＞
①ネジBをゆっくりゆるめてください。
②扉を支えながら調整し、調整後ネジを締めてください。
＜前後調整＞
ネジCを回して調整してください。
右回し＝後側
左回し＝前側
＜ソフトクロージングON・OFF ＞
レバーDでONとOFF を切り替えてください。

注意
がたついた状態で使用しないでください。
金物が外れて、怪我をする恐れがあります。

カチッ！

アーム
カバー

カップ
カバー

③

④

ソフトクロージング機能

ON OFF

A

D C

B

上

下

前

後

左
右

②①

③ ③

注意
必ず扉を支えながら、取り外して下さい。
落下して怪我をする恐れがあります。

カップカバー
（調整後に取り付け）

アームカバー
（調整後に取り付け）

アームカバー

カップカバー

扉
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
引き扉（TVボード）
取り外し
扉を支えながら扉裏面のレバーを下げ、扉を外してください。

取り付け
①扉をピンに差し込みます。
②扉を押し込んでください。

調整方法
＜上下調整＞
調整ネジを回してください。

レバー

扉

カチッ！

ピン

扉

①

②

調整ネジ

＋ 1mm

ー 5mm

右回し＝-5mm（DOWN）
左回し＝＋ 1mm（UP）
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
引出し（サイドワゴン）
取り外し
①引出しを引き出してください。
② 引出しの裏に付いている左右の着脱クラッチのオレンジ色の
レバーを外側に押し込んでください。
③②の状態のまま、引出しを手前に引いて取り外してください。

取り付け
①レールを完全に引き出してください。
②引出しをレールの上に置き、そのまま押し込んでください。
　カチッ！と音がして、ロックされます。

調整方法
＜上下調整＞
①引出しの裏に付いている左右の着脱クラッチのグレー色のレバーを上に押してください。
②①の状態のまま、レバーを奥に動かし調整してください。

＜キャスターロック LOCK・FREE ＞
前輪のレバーで LOCKと FREE を切り替えてください。
※後輪にロック機構はついていません。

着脱クラッチ

前輪

レール

着脱クラッチ ①

①

③

②

FREE

LOCK

注意
正しく取り付けられていないと、引出しが
落下し怪我をする恐れがあります。
確実に取り付けてください。

レバー（オレンジ色）

③

②

②

①

レバー（グレー色）

レバー

下段引出し

内引出し
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各部の取り付け・取り外し・調整方法

取り付け
①棚柱にハンギングバーを設置してください。

②ハンギングバーを取り外してください。

②脱落防止ピンを取り付けてください。

ハンギングバー
取り外し
①脱落防止ピンを取り外してください。

ハンギングバー

ハンギングバー

向きに注意
隙間に差し込む

差し込む
落とし込む

上げる
引き抜く

警告
しっかりと両手で持ち上げて
外してください。
落下して怪我をする恐れがあります。

警告
パチンと音がするまで確実に
取り付けてください。
取り付けを誤ると、使用中に落下
して怪我をする恐れがあります。

脱落防止ピン

脱落防止ピン

棚柱
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各部の取り付け・取り外し・調整方法

小物フック
取り外し
①脱落防止ピンを取り外してください。

②パイプ用ブラケット L・Rを取り付けてください。

②小物フックを取り外してください。

ハンギングバーの組み立て
①中間パイプブラケットにパイプを取り付けてください。
＜W900＞

小物フック

脱落防止ピン

パイプ用ブラケット P23C（もしくは P8C）

パイプ

回す

サラ小ネジ
M5x20 黒

パイプ

パイプ用ブラケット
P23R（もしくは P8R）

パイプ用ブラケット P23L
（もしくは P8L）

＜W450＞

＜W900＞

ザグリが外側

上げる
引き抜く
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
取り付け
①棚柱に小物フックを設置してください。

②脱落防止ピンを取り付けてください。

小物フック

警告
パチンと音がするまで確実に取り付けてください。
取り付けを誤ると、使用中に落下して怪我をする恐れがあります。

脱落防止ピン

差し込む
落とし込む

棚柱

向きに注意
隙間に差し込む
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各部の取り付け・取り外し・調整方法

③ TV掛けアタッチメントと壁面プレートを留めているネジを緩めてください。

TV掛けアーム
取り外し

① TVブラケットのセーフティボルトを緩めてください。
②テレビを持って TVブラケットを上に持ち上げて取外してください。

注意
テレビの取り外しの前に配線を外してください。
配線をつなげたままテレビの取り外しを行うと、機器の破損の恐れがあります。
また配線が邪魔をし、取り外しが困難となり、落下して怪我・破損をする恐れがあります。

注意
ネジを緩めすぎて取り外さないでください。

緩める

テレビ掛け
アタッチメント

壁面プレート

TVブラケット

TV

セーフティボルト

TVブラケット

注意
必ず二人以上で作業をしてください。 落下して、怪我・破損をする恐れがあります。



24　　

各部の取り付け・取り外し・調整方法
④ブラケット固定金具のネジを取り外してください。
⑤ブラケット固定金具を取り外してください。

⑥ TV掛けアタッチメントを取り外してください。
テレビ掛け
アタッチメントC

p型

q型

ブラケット固定
金具 q型

ブラケット固定
金具 p型

トラス小ネジ
M4x4

ブラケット固定金具

テレビ掛け
アタッチメント L

持ち上げて
引き抜く

テレビ掛け
アタッチメントR

テレビ掛け
アタッチメントR

警告
しっかりと両手で持ち上げてください。
落下して怪我をする恐れがあります。
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
取り付け

① TV掛けアタッチメントと壁面プレートを仮留めしてください。

＜W1050＞

＜W1500／W1950＞

トラス小ネジ
M8x20

スプリング
ワッシャーM8

平ワッシャー
M8 六角ナットM8

TV掛け
アタッチメント L

TV掛け
アタッチメントC

TV掛け
アタッチメントR

壁面プレート

手回しで仮留め
※ 本締めすると、うまく取り付けられない
ことがあります。

平ワッシャーM8

六角ナットM8向きに注意

向きに注意

トラス小ネジM8x20

スプリングワッシャーM8

平ワッシャーM8

警告
付属の指定ネジで確実に取り付けてください。
取り付けを誤ると、使用中に落下して怪我をする恐れがあります。

TV掛け
アタッチメント L

壁面プレート

TV掛け
アタッチメントR

平ワッシャーM8
平ワッシャーM8

六角ナットM8

トラス小ネジM8x20

スプリングワッシャーM8

注意
必ず二人以上で作業をしてください。 落下して、怪我・破損をする恐れがあります。
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
②バックパネルに、TV掛けアタッチメントを取り付けてください。

③ブラケット固定金具をネジで取り付けてください。

警告
付属の指定ネジで確実に取り
付けてください。
取り付けを誤ると、使用中に落下
して怪我をする恐れがあります。

注意
方向性があるため、必ず向き・長さを
確認して取り付けてください。

p型

q型

ブラケット固定
金具 q型

ブラケット固定
金具 p型

トラス小ネジ
M4x4

隙間に差し込む
向きに注意

テレビ掛け
アタッチメントC

テレビ掛け
アタッチメント L

差し込む
落とし込む寸法押え

向きに注意

警告
しっかりと両手で持ち上げてください。
落下して怪我をする恐れがあります。

ブラケット固定金具

テレビ掛け
アタッチメントR
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各部の取り付け・取り外し・調整方法
④ TV 掛けアタッチメントと壁面プレートを本締めしてください。

⑤ TV ブラケットのセーフティボルトを緩めてください。
⑥壁面プレートに TV ブラケットを引っ掛けてください。
⑦ TV ブラケットのセーフティボルトを締めてください。

長穴の中心

角度調整ノブが外側

引っ掛ける

TVブラケット

セーフティボルト



修理と製品保証について

このたびは弊社製品をお買上げいただき誠にありがとうございます。
本書は下記保証期間において、保証規定に基づき弊社製品に不具合が発生した場合の無償修理をお約束するものです。

お客様
お名前
ご住所
電話番号

販売店※
販売店名・住所・電話番号

お引渡し日 ※　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

品　 名 テンダーウォール
パーチクルボード、鋼板構 造 材

表 面 材 メラミン化粧板、カチオン電着塗装、焼付塗装

保証期間

1年間 外観・表面仕上（塗装および樹脂部分の
変褪色、クロスの摩耗）

2年間
機構部、可動部（引出し、スライド機構、
昇降機構の故障）
構造体（強度・構造体に関わる破損）

保証規定
１．保証期間内に弊社取扱説明書、またはそれに準ずる説明書等に基づく正常な使用
状態において、故障が生じた場合には、無償で修理致します。

２．保証期間内に無償にて修理を受ける場合、購入された販売店にご依頼のうえ、出
張修理に際しては本書をご提示ください。

３．ご転居の際はご購入の販売店にご相談ください。
４．保証期間内でも次の場合は有料となります。
イ．一般家庭用以外（業務用、車両船舶等）に使用された場合。
ロ．掃除等の定期的なお手入れが行われていない場合。（日常のお手入れ不足に
よるカビ、汚れ等の発生）

ハ．使用上の誤り、不適当な取付け（弊社取付けでない場合）・修理、または故
意による故障および損傷。

ニ．建築躯体の変形など商品以外の不具合に起因する商品の不具合。
ホ．火災・爆発などの事故、地震・落雷・水害などの天変地異による不具合。
ヘ．公害、異常水質、異常電圧等の外部環境による故障および損傷。

により生じる不具合。
チ．引き渡し後の移設、不当な修理・改造を行った場合。
リ．お買上げ後の移設・輸送等による故障および損傷
ヌ．異常電圧、異常水質、指定外の燃料を使用したことによる故障および損傷
ル．消耗部品（パッキン・シーリング等）の交換・修理
ヲ．犬、猫、鳥、ネズミ、虫等の小動物による故障および不具合
ワ．傷、外観上の不具合等で引渡し時に申し出がなかったもの
カ．第3者の管理上、メンテナンス上の不備による不具合
ヨ．経年変化および瑕疵によらない摩耗、さび、カビ、変質、変色、そのほか類
似事由によるもの

タ．購入時実用化されていた技術では予防することが不可能な現象、またはこれ
に起因するもの

レ．保証期間経過後に申し出があったもの
ソ．他社機器に起因する故障および損傷
ツ．本書の提示がない場合
ネ．引き渡し年月日、お客様名の記入がない場合、或いは字句を書き換えられた
場合。

ナ．離島および一部地域は、出張費のみ有料となることがあります。
５．本書は日本国内においてのみ有効です。（This warranty is valid only in Japan.）
６．弊社製品に他社製品が組み込まれた場合の保証については、そのメーカーの保証
または保証外となります。

７．消耗品（電球、浄水器カートリッジ等）は有償となります。
８．本書は再発行致しませんので、大切に保管しておいてください。

（ア）個人情報の利用目的
弊社は個人情報を次の目的のために利用します。これらの目的の他に利用すること
はありません。
①保証書に記載している弊社各種製品やサービスのご案内・提供、保証製品の維
持管理。
②弊社業務に関する情報提供・運営管理、製品・サービスの充実。
③その他製品メンテナンスに関連・付随する業務。

（イ）この保証書は本書に明記した期間、条件のもとにおいて無償修理をお約束する
ものです。従って、この保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものでは
ありません。保証期間中、または経過後の修理等についてご不明な点につきまして
は、ご購入の販売店にお問い合わせください。

〈お客様へ〉
修理はお引渡し販売店に、本証を添えてご依頼ください。

お客様、販売店、お引渡し日に記載のない場合は無効となります。

株式会社TJMデザイン

アフターサービス・商品のお問い合わせは下記までご連絡ください。

〒174-8503 東京都板橋区小豆沢3-4-3

000570-2 TW

保 証 書

商品の問い合わせ・アフターサービスのご用命は、
全国どこからでも

０５７０－００１－１５３
受付時間　月～金　９：００～１８：００

※携帯電話・ＩＰ電話等でご利用できない場合は
誠に恐れ入りますが下記電話番号をご利用ください。
Tel  ０３－３９６９－６６７２

定休日　土日・祝日

この保証書をお受け取りになるときには、お引渡し日、販売店名が
記入・押印してあることを確認してください。
記入・押印がない場合は、販売店までご依頼ください。

※お引渡し日とは

・本商品が販売店より、お客様へ引き渡された日のことです。
・本商品が建物の改修工事にかかわる場合は、改修部分の工事の完了日
とします。
・分譲住宅（建売住宅）、分譲および賃貸マンションに本商品が設置さ
れている場合は建築物が建築主さまへ引き渡しされた日とします。

印
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